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序  文 
 

千葉県市原市は、温暖な気候と豊かな自然とに恵まれ、遥か旧石器時代の昔から多くの

人々が暮らしてきました。市内には数多くの貴重な遺跡が残され、往時の様子を今に伝え

ています。 

特に、今回発掘調査を実施いたしました能満周辺は、千葉県指定有形文化財（建造物）

である府中日吉神社をはじめとして、中世真言寺院釋蔵院や能満城跡といった中世期の遺

跡や文化財が残されている地域です。現集落には、小字で「東宿」や「西宿」といった地

名も伝えられており、中世的都市空間の姿を彷彿とさせてくれます。また、平成 16 年度

に実施した能満城跡遺跡の発掘調査では、字「馬場ノ内」に一辺が 40ｍにもなる方形の区

画溝が発見され、15 世紀～16 世紀における中世居館の範囲を具体的に示すことができる

ようになってきております。 

このような中にあって、今回の天王辺田地区での発掘調査では、弥生時代後期の集落の

広がりや、古墳群の分布などについて新しい知見を加えることができました。また、中世

の区画溝の中から発見されました貿易陶磁器は、この地域が、中世の前期後葉頃には重要

な役割を果たす地域となっていることを予測させる貴重な文化財と考えることができます。 

ここに、『市原市能満遺跡群天王辺田地区発掘調査報告書』を上梓いたします。この報告

書が、市原の歴史解明と郷土への深い理解の一助になればと存じます。 

最後となりましたが、発掘調査から本報告書の刊行にいたるまで、ご理解とご協力をい

ただきました藤本電業株式会社、KDDI 株式会社北関東エンジニアリングセンター、千葉県

教育庁文化財課をはじめ関係諸機関各位に、心より御礼申し上げます。 

 

 平成 23 年 3 月 

 

市 原 市 教 育 委 員 会 

教育長 山 崎 正 夫 



例  言 
 

 1 本書は千葉県教育委員会の指導のもと、藤本電業株式会社ならびにＫＤＤＩ株式会社北

関東エンジニアリングセンターのご協力により、調査を委託された市原市教育委員会が

主体となり実施した、千葉県市原市能満 176 番地に所在する「能満遺跡群天王辺田地区」

本調査の発掘調査報告書である。 

 2 発掘調査及び整理作業・報告書刊行は、市原市教育委員会生涯学習部市原市埋蔵文化財

調査センターが実施し、調査コード番号はセ 451 とし遺物注記番号も同番号を使用した。 

 3 本調査は、宮本敬一が担当した。また、本書の編集・執筆は、近藤 敏（挿図、写真図

版）と田所 真（本文執筆）が分担した。 

   発掘調査 平成 21 年 7 月 21 日～平成 21 年 7 月 31 日 

   整理作業 平成 22 年 4 月 26 日～平成 23 年 3 月 23 日 

 4 出土遺物及び調査資料のすべては、市原市埋蔵文化財調査センターが保管している。 
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第１章 調査の経緯と概要 
 

第 1節 調査の経緯  

発掘調査は、市原市能満 176 番地について、携帯電話基地局建設に先立って実施されたものである。

調査に至る経緯は、以下のとおりであった。 

KDDI 株式会社は、当該地に携帯電話基地局の建設を企画し、市原市教育委員会に対して周知の埋

蔵文化財の有無について照会をおこなった。この照会に対して、市原市教育委員会ふるさと文化課（文

化財保護班）が、平成 21 年 6 月 16 日に試掘調査を実施したところ、竪穴式住居跡の存在を確認し、

文化財保護法に基づく遺跡保存の協議が行われてものである。協議の結果、文化財保護法 93 条第 1

項の規定に基づき、KDDI 株式会社北関東エンジニアリングセンター長皆川聡より埋蔵文化財発掘の

届出が提出されたため、発掘調査による記録保存の措置が講じられることとなったものである。発掘

調査は、市原市教育委員会（生涯学習部市原市埋蔵文化財調査センター）が実施することとし、平成

21 年 7 月 7 日付けで、KDDI 株式会社北関東エンジニアリングセンターから市原市教育委員会教育長

へ、発掘調査の依頼を行っている。また、翌平成 21 年 7 月 8 日付けにて、KDDI 株式会社北関東エ

ンジニアリングセンター長皆川聡（委託者）と市原市教育委員会教育長山崎正夫（受託者）との間で、

埋蔵文化財発掘調査委託契約（委託名：無線基地局建設に伴う埋蔵文化財発掘調査）を締結し、平成

21 年 7 月 21 日より現地調査を実施したものである。発掘調査では、事業地内で基地局建設に伴って

遺跡の保存が回避できない７３㎡を対象とし、本調査（記録保存の措置）を実施している。調査期間

は、平成 21 年 7 月 21 日～平成 21 年 7 月 31 日であった。また、当該発掘調査成果の整理作業並び

に報告書の刊行については、別途、平成 22 年 4 月 26 日付けにて、藤本電業株式会社千葉事務所所

長森屋和昭（委託者）と、市原市教育委員会教育長山崎正夫（受託者）との間で、埋蔵文化財発掘調

査委託契約（委託名：携帯電話基地局建設に伴う埋蔵文化財発掘調査（整理報告書刊行）（能満遺跡群

天王辺田地区））を締結し、平成 22 年 4 月 26 日～平成 23 年 3 月 31 日（履行期限）において実施

したものである。 

尚、本報告書は、上記経緯によって実施した埋蔵文化財発掘調査の成果を報告したものである。 

 

第 2節 調査の概要 

 当該地は、市原市埋蔵文化財分布地図に記載された能満遺跡群の範囲に含まれ、試掘調査の結果や

周辺の調査事例、能満城跡主郭部の近隣地であることなどから、小字名をとって能満遺跡群天王辺田

地点と名付けたものである。調査の方法は、「千葉県埋蔵文化財発掘調査標準」に準拠した。 

 調査地点は、中世真言寺院釋蔵院背後の標高 24.5m の洪積台地の縁辺に位置し、東側は山木付近で

海岸平野に達する開析谷に面している。試掘調査の結果により、南西 200m に立地する二階台地点の

弥生・古墳時代の集落が当該地点にも及んでいることが想定された。 

 発掘調査は、鉄塔設置部分（A 区）と機器設置部分（B 区）とに分けて実施した。 
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第2表　能満遺跡群主要参考文献
no. 著者編編者 刊行年 出　　　　　　　典 文　　　　　　　献 刊行機関

1 木對和紀 1987 『市原市郡本遺跡』（第１次）   市原市文化財センター調査報告第１４集 （財）市原市文化財センター
2 高橋康男 1994   市原市 上総国府推定地確認調査報告書（１）  市原市文化財センター調査報告書第53集 （財）市原市文化財センター
3 田中清美 1995 『市原市郡本遺跡（第2次）』   市原市文化財センター調査報告書第56集 （財）市原市文化財センター
4 田所　真 1997 「郡本遺跡群（古甲遺跡第３次）」 『市原市文化財センター年報平成６年度』 （財）市原市文化財センター
5 田所　真 1998 「郡本遺跡群（古甲遺跡第４次）」 『市原市文化財センター年報平成７年度』 （財）市原市文化財センター
6 小川浩一 1998 「市原市郡本遺跡（第３次)(第４次） 『平成９年度市原市内遺跡発掘調査報告』   市原市教育委員会
7 田所　真 1998 「市原郡衙関連遺跡（郡本遺跡）」 『千葉県の歴史』資料編考古３（奈良平安時代）   千葉県
8 鶴岡栄一 1999 「市原市郡本遺跡（第４次）   市原市文化財センター調査報告書第61集 （財）市原市文化財センター
9 北見一弘 1999 「郡本遺跡（第5次） 『平成10年度市原市内遺跡発掘調査報告』   市原市教育委員会

10 小高春雄 1999 「能満城跡」 『市原の城』   小高春雄
11 田所　真 2000 「郡本遺跡群（古甲遺跡第5次）」 『市原市文化財センター年報平成8年度』 （財）市原市文化財センター
12 牧野光隆 2001 「能満遺跡群二階台地点」 『平成12年度市原市内遺跡発掘調査報告』   市原市教育委員会
13 小川　信 2001 『中世都市「府中」の展開』   思文閣史学叢書   株式会社思文閣出版
14 田所　真ほか 2003 「郡本遺跡群（市原郡衙推定地）」 『平成14年度市原市内遺跡緊急発掘調査概要』   市原市教育委員会
15 小高春雄 2003 「千葉県における地域別城郭研究史Ⅶ市原市域」『千葉城郭研究』第7号   千葉城郭研究会
16 近藤　敏 2004 「能満城跡遺跡（13年度）」 『市原市文化財センター年報平成13・14年度』 （財）市原市文化財センター
17 近藤　敏 2004 「能満城跡遺跡（14年度）」 『市原市文化財センター年報平成13・14年度』 （財）市原市文化財センター
18 相京邦彦ほか 2004 『市原市郡本遺跡』   千葉県文化財センター調査報告書第491集 （財）千葉県文化財センター
19 佐藤博信 2004 「高野山『西門院文書』の再検討」 『千葉史学』４５    千葉史学会
20 近藤　敏 2005 「能満城跡遺跡（16年度）」 『市原市文化財センター年報平成15・16年度』 （財）市原市文化財センター
21 近藤　敏 2006 「能満城跡遺跡（16年度分補遺）」 『市原市文化財センター年報平成17年度』 （財）市原市文化財センター
22 大村　直 2006 「能満遺跡群地楽寺地区」 『市原市文化財センター年報平成17年度』 （財）市原市文化財センター
23 牧野光隆 2009 「郡本遺跡群（第8次・第10次・11次）」 『平成20年度市原市内遺跡発掘調査報告』   市原市教育委員会
24 近藤　敏 2010 『市原市郡本遺跡群（第12次）』   市原市埋蔵文化財調査センター調査報告書第14集   市原市教育委員会

群 遺跡群名 NO． 遺跡の名称 出典図書 内容
1 天王辺田地区 － 弥生時代後期集落、古墳時代墳墓、中世区画溝
2 能満城跡（城山地区） 10 19 釈蔵院文書（市指定文化財）に「郷城」とあるのはここか。
3 釈蔵院 13 19
4 府中日吉神社 13 千葉県指定文化財（建造物）。室町期三間社流造。
5 地楽寺地区 22 古墳時代前期前半の竪穴住居跡１軒と柱穴群を検出。
6 二階台地点 12 弥生時代後期、古墳時代後期、竪穴住居跡５軒を検出。
7 能満城跡遺跡（13年度） 16 17 台地斜面の方形区画墓域と五輪塔を伴う塚、東西方向の溝を検出。
8 能満城跡遺跡（１６年度） 20 21 15～16世紀の中世の４０ｍ四方の方形屋敷溝。近世の屋敷地。

9 馬場ノ内館跡 15
狭義の能満城跡を字城山地区（16世紀）として、一町×二町の方形区画
を馬場ノ館跡としている。

10 郡本遺跡（第9次） 24 19年度不特定遺跡。奈良平安時代竪穴住居跡１軒、中世土坑１基。

11 郡本遺跡（第10次） 23 弥生時代後期竪穴住居跡１軒、中世掘立柱建物跡1棟、五輪塔出土土坑
12 郡本遺跡（第11次） 23 中世の土坑１基など

13 古甲遺跡（第2次） 2
平成4年度調査。東西方向の大溝を検出。上辺8m、下辺４ｍ、深さ２
ｍ。最終段階は、中世後半か。

14 古甲遺跡（第１・3・４次） 4 5 7
平成6～7年度調査。弥生時代後期竪穴住居２軒。奈良平安時代竪穴住居
５軒、掘立柱建物跡４棟など

15 古甲遺跡（第５次） 7 11
奈良時代竪穴住居跡・掘立柱建物跡など検出。建物重複。銅製品・墨書
土器（市原）など出土。

16 古甲遺跡（第５次） 7 11 奈良時代竪穴住居跡・掘立柱建物跡など検出。

17 市原郡衙推定地 7 14 18
弥生時代後期竪穴住居跡１軒、奈良平安時代竪穴住居跡２軒、掘立柱建
物跡１棟など。

18 郡本遺跡（第２・４次） 3 6 8
平成６年度調査など。弥生時代後期竪穴住居跡１６軒、奈良平安時代竪
穴住居跡１０軒、掘立柱建物跡５棟などを検出。

19 郡本遺跡（第１次） 1
昭和６１年度調査。弥生時代後期竪穴住居跡３軒、奈良平安時代竪穴住
居跡５軒を検出。

20 郡本遺跡（第５次） 9
弥生時代中期～後期竪穴住居跡３軒、奈良平安時代竪穴住居跡３軒、東
西の溝状遺構などを検出。

第１表　能満遺跡群周辺の遺跡と環境

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

能満遺跡群

郡本遺跡群
（古甲・門前
地区）

郡本遺跡群
（郡本地区）



第２章 能満遺跡群天王辺田地区の調査成果 
 

第 1節 遺跡の立地と歴史的環境 （第 1 図／第 1 表・第 2 表参照） 

 能満遺跡群天王辺田地区の調査地点は、第 1 図①に示した位置にあたっている。 

 遺跡群全体は、概要にも触れたとおり、山木辺りで海岸平野に達する開析谷によって取り囲まれた

洪積台地上に立地している。また、同開析谷は、台地北端の字「下夕田」辺りで三方に枝分かれして

おり、能満の台地をほぼ中央で東西に二分している。現在の集落配置をみると、この中央部分の谷に

面した台地裾部に展開する一群と、洪積台地上にあって南端部に近い範囲に集住する一群とに分ける

ことができる。そこで、台地上の小字から土地利用形態を推測してみると、まず、東半の台地上では、

中央部分に北から「北平台」「中平台」「南平台」と続く。それらの、東側には「月輪寺」「天神台」と

あって現在では知られていない寺社の存在を伺わせている。「中平台」の西隣には「居心城」の字が遺

されている。「―平台」は、「居心城」を取り囲むように確保された平場とみることができよう。但し、

「居心城」に、明確かつ堅牢な城郭遺構は発見されておらず、むしろ、西側開析谷を挟んだ「城山」

に南側を土塁で守られた城郭遺構が現存しているのである。「南平台」「天神台」の南接部から、現集

落の範囲と重なる。「南平台」の南隣には「馬場ノ内」、「天神台」の南隣には「堂場」、さらにこれら

の南隣には「東宿」が展開している。現在「馬場ノ内」の北東端に知られる天神社は小祠であるが、

境内北東隅が小字「天神台」に接しているところをみると、旧来は「天神台」に祀られていたものと

推測することができよう。「馬場ノ内」では一部発掘調査（８能満城跡遺跡（16 年度））も実施されて

おり、15～16 世紀の方形居館の区画溝（想定一辺 40m）が発見されている。「東宿」の西隣は「西

宿」であり、更に西方に「地楽寺」「宮ノ前」が続いている。台地上の集落は、「馬場ノ内」から「西

宿」の範囲に展開している。興味深いのは、「西宿」の北側に「新ノ宿」が認められることである。「新

ノ宿」の位置は谷地形の中にあたっており、先に触れた台地裾部に展開する集落の一群は、台地上の

一群に比べて新しく形成されたものであることを伺わせているからである。また、「西宿」を西端とし

て、洪積台地西半部分に集落の展開が全く認められていないことも、注目すべき点であろう。南端に

「地楽寺」「宮ノ前」と続き、北側に、「二階台」「城山」「天王辺田」と展開している。「宮ノ前」に鎮

座する府中日吉神社は、室町時代の神社建築として千葉県指定文化財に指定されており、その建築年

代は 15 世紀末葉ないし 16 世紀初頭と考えられている。（『千葉県指定有形文化財 府中日吉神社本殿

修理報告書』昭和 62 年市原市教育委員会）また、「城山」に城郭遺構の知られることは、先に触れた

とおりである。縄張り構造などからみて、16 世紀の所産であろう。また、「二階台」の西側台地縁辺

部には、釋蔵院が現存している。釋蔵院には永正十年（1513）から明治元年（1868）にいたる古文

書が現存しており、このうちの 102 通が中世文書である。文書の内容は、主に、新義真言宗における

傳法許可に関わるものであるが、これによって同寺が真言密教寺院であったことが明らかとなってい

る。 

さて、このように見てくると、能満の台地は、東西に寺社を配し、中ほどに城郭あるいは主殿等の

居館を配して、さらに南に東西の宿を置く中世的都市景観の広がっていた地域であることがわかる。

時期的には、16 世紀前半を中心とするが、天王辺田地区からは、これを遡る磁器が出土している。 
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第3図　A区　調査全体図
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001号　土層説明

 1a層 混ローム粒暗褐色土層
 1b層 混ローム粒暗褐色土層
  1a層より明色
 2層 混ローム・黄褐色土の
  暗褐色土層
 3層 混ロームブロック、暗褐色土の
  黄褐色土層

  その他はコボウトレンチャー
  耕作の為撹乱

 4層 混木炭、焼土粒、
  ローム粒の暗褐色土層
 5層 6層よりやや暗色の
  黄褐色土層
 6層 混ロームブロック
  黄褐色土層
  （ソフトローム？）



第２節 遺構の説明と遺物の出土状態 （第 2 図～第 6 図） 

 発掘調査は、鉄塔建設部分にあたる A 区と、機器設置部分にあたる B 区とに分けておこなった。 

 調査対象地のほぼ中央部分に、調査区（A 区）を設置した。調査区の規模は、約 7m 四方である。

調査区全域にわたって、牛蒡の作付痕跡が認められており、遺構の遺存度は極めて悪かった。A 区か

らは、溝状遺構（001 号）と、竪穴住居跡（002 号）が検出されている。 

 また、調査対象地の南西寄りに、調査区（B 区）を設定した。調査区の規模は、一部分を欠くが、

概ね、7m×4m である。B 区についても、調査区全域にわたって、牛蒡の作付痕跡が認められており、

遺構の遺存度は極めて悪かった。B 区からは、区画溝（003 号）、大型土坑（004 号）、その他性格不

詳な遺構・ピット類が検出されている。 

いずれの調査区においても、遺構確認面までは、概ね、50cm～60cm の深さであった。これには、

牛蒡収穫時のトレンチャ―による掘削痕跡が影響しているものと考えられる。 

001 号遺構は、調査区 A 区西寄りに検出された溝状遺構である。遺構確認面における溝の幅員は、

おおよそ、1.6m～2.0m。深さは、0.5m 程度であった。溝底面の形状は丸底であるが、平面的には楕

円形の土坑が連続したような形態を示している。古墳の周溝の可能性が考えられるが，円墳か、丸み

を帯びた方墳のコーナーかは、はっきりとさせることができなかった。円墳と仮定した場合、直径4.5m

程度の小規模墳に復元することができるが、明言できない。調査担当者は、むしろ、丸みを帯びた方

墳の可能性を指摘している。本遺構（001 号）が古墳の周溝であった場合、いずれの墳形であっても、

墳丘の規模と周溝の幅員との比率を考慮すると、周溝幅の広い古墳とすることができよう。本遺構の

帰属時期を明瞭に示すことのできる遺物は出土していない。しかし、外面に丹彩を施す杯などの小片

（第 6 図１と２）が A 区内から出土しているほか、後述する B 区土坑内からも同様の遺物が発見され

ていることから、001号溝状遺構の帰属時期は、これらまたはこれらに近い時期とみることができる。 

この他、覆土中からは、縄文早期（条痕紋系）の土器片が出土しており、周囲に、この時期の遺構

が存在していた可能性を示している。 

002 号遺構は、調査区 A 区東寄りに検出された竪穴住居跡である。本遺構については、前述でも明

らかなように、調査区全域がトレンチャ―によって筋状の削平を受けていたことと、遺構確認面が既

に、住居跡の床面直上にあたっていたことなどから、平面規模を明瞭に把握することが困難であった。 

従って、遺構のプラン等については、トレンチャ―上端部に残る痕跡から、現地において想定しえた

に過ぎない。想定される住居跡のプランは、長軸をほぼ東西にとる小判型である。床面の確認状況か

ら、001 号遺構に一部切られていることが明らかとなっている。柱穴の位置も、不詳であった。但し、

当該調査区からは、弥生時代後期の土器片が相当数出土しており、このうち、A 区出土のものは、002

号遺構の帰属時期に伴うものと考えることができよう。弥生時代後期の資料は、調査区 B 区でも出土

している。 

 能満遺跡群におけるこれまでの発掘調査事例からみると、弥生時代から古墳時代にかけての遺構は、

二階台地点（第 1 図⑥）と地楽寺地区（第 1 図⑤）とで確認されている。即ち、二階台地点では、弥

生時代後期ならびに古墳時代後期の竪穴住居跡 5 軒を検出しており、地楽寺地区では、古墳時代前期

前半の竪穴住居跡1軒と柱穴群を検出している。これらの事例に、今回の調査資料を加えて考えると、

当該期の集落ならびに墳墓は、台地西半部に広く展開していたものと想定することができる。 



 003 号遺構は、調査区 B 区北側に検出された溝状遺構である。遺構確認面における溝の幅員は、広

い所で 0.9m、狭い所では 0.4m であった。また、深さは、最深部で 0.9m となっている。底面は、断

面形においてやや丸みを帯びているが、概略箱型を意図したものであろう。平面形において溝の幅員

に広狭が認められるのは、004 号遺構によって上面が削平されているためであり、当初の幅員に大き

な差があったものとは考えられない。溝状遺構は直線的に延びており、その方位は N‐58°‐W であ

った。この溝の振れは、調査対象地西南側に通る現道とほぼ一致している。また、本調査区南西 200m

の地点に知られる「城山」の城郭遺構南端土塁塀の向きとも類似している。将来的には、双方の関連

性を検討する必要があろう。尚、現在の地形でも、調査区南西の現道は南東に延びている。現道との

距離は、芯々間で大よそ 5m を計測する。また仮に、005 号遺構の南側に認められる落ち込みを、003

号遺構と対をなす溝と仮定した場合で、更に、溝の規模を同等と考えた場合には、溝間の距離が 4.2m

程度に復元されよう。今後の調査でこれらの有機的な関係等が明らかになることを期待したい。遺構

の最下層埋没土は暗灰色土を主体としており、木炭粒の混入を特徴としている。他地点での類似遺構

との比較において、一つのメルクマールとなり得よう。遺構間の切り合い関係では、004 号遺構に切

られており、003 号遺構→004 号遺構であることが、明らかとなっている。次に、遺構の帰属時期に

ついてみると、本遺構からは、口縁端部を外側に折り返した緑釉鉢の破片（挿図第 6 図 20）が出土

している。本遺構の類例は、上総国分僧寺跡 627 号遺構から出土している。また、005 号遺構出土と

されているが、本調査区からは白磁の合子（挿図第 6 図 21）も出土している。これらは中世前期（12

～13 世紀）における貿易陶磁と考えられ、003 号遺構の帰属時期や性格を考える上で参考となろう。 

 004 号遺構は、調査区 B 区西側に検出された大型の土坑である。遺構の全容は不明であるが、確認

された範囲でも長辺で 3m を超え、短辺でも 1.7m を超えた土坑となっている。遺構の深さは、確認

面から 0.7m 程度であり、底面は平底を呈している。遺構最下層の埋没土は灰褐色を主体としており、

ローム粒子が混入している。灰色系の覆土であることは、003 号遺構との類似性を伺わせているが、

003 号遺構の一部を切っている（挿図第 3 図上段土層観察図）ことは、既に報告したとおりである。

004 号遺構の帰属時期を明らかとする遺物は出土していないが、遺構の切り合い関係から、中世前期

以降の土坑である。 

 005 号遺構は、調査区 B 区のほぼ中央で確認された浅い落ち込み状の遺構である。本遺構の近辺か

らは、縄文晩期安行式の粗製土器以降、弥生時代後期、古墳時代、平安時代、中世にいたる各時代に

及ぶ遺物が出土しており、その帰属時期と性格を明らかにすることはできなかった。 

 以上、遺構ＮＯ.を付したものの他にも、調査区 A 区、B 区共に、ピット上の掘りこみなどを検出し

たが、文頭にも触れたとおり、調査対象地全域にわたって、牛蒡の作付ならびに収穫時の痕跡が認め

られていたため、その性格や時期などを特定することができなかった。また、検出されたピットにつ

いても、埋没土に締りが全く認められないものもあり、不詳とせざるをえなかった。 

 出土遺物については後節に纏めるが、トレンチャ―によって移動している遺物も相当量あったもの

と考えることができる。また、現地表面そのものが、一部削平を受けていた可能性もあり、遺構の遺

存度が極めて悪かったことを指摘しておきたい。恐らくは、縄文晩期の集落も、本調査地区に展開し

ていたものと考えることができる。但し、古墳時代後期で、本地区の遺跡は一度消滅するか希薄とな

るのであろう。平安時代後期以降に再び土地利用が図られ、中世に続いていくものと思われる。 
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004号　土層説明
004号より新しい遺構（1～7層）

 1層 混少量ロームの
  黒褐色＋灰褐色土層
 2層 混ローム
  黒褐色＋灰褐色土層
 3層 混少量ローム
  黒褐色土層
 4層 混ローム
  黒褐色土層
 5層 混ローム粒暗灰褐色土層
 6層 5層よりローム粒が多い
 7層 混黄褐色、暗灰褐色土のローム
  ブロック層
 8層 混ローム粒の暗灰褐色土層
 9層 混ローム粒の暗褐色灰褐色土層
 10層 9層とほぼ同じ
 11層 9層の暗色土層
 12層 9層の灰色が多い
 13層 混ローム粒暗灰褐色土層
 14層 混ローム粒の暗褐色土と
  灰褐色土のまじり
 15層 混ローム粒暗褐色土と黒褐色土の
  灰褐色土のまじり
 16層 15層より黒褐色土が少ない

003号土層説明

 1層 暗褐色土層
 2層 混少量ローム粒灰褐色土層
 3層 混ローム粒黄褐色土まじりの
  暗褐色土層
 4層 混木炭粒とローム粒の黄褐色土
  まじりの暗灰褐色土層
 5層 混少量ローム粒暗灰褐色土層



第３節 出土遺物について （第 5 図～第 6 図・遺物観察表） 

 能満遺跡群天王辺田地区の調査では、縄文土器、弥生土器、土師器、中近世陶磁器、礫、瓦片、釘、

鉄滓が出土している。本調査区の出土遺物については、遺構範囲内から出土したものであっても、前

節に述べたとおり、後世の撹乱（牛蒡の作付痕跡）による移動が著しく、多くの遺物について、原位

置を保っていない可能性が予想された。遺構との共伴関係に不確実性が高いと言える。このことから、

本節では、出土重量とその頻度などから、当該調査区内の傾向を予め予測しておくこととしたい。 

出土遺物の総重量は、2759.1g であった。また、各遺物の総重量並びに出土率は以下のとおりであ

った。①縄文土器晩期（95.8g／3.47％）②弥生土器後期（422g／15.29％）③古代土師器（古墳時

代前期・平安時代後期）（857g／31.06％）④土師器・カワラケ（1063.1g／38.53％）⑤中近世陶磁

器（51.3g／1.85％）⑥礫（221.2g／8.01％）⑦瓦片（37.6g／1.36％）⑧釘（1.1g／0.03％）⑨鉄

滓（9.7g／0.35％） 

尚、⑦瓦片～⑨鉄滓は各 1 点の出土である。更に、①縄文土器と②弥生土器の、A 区と B 区におけ

る出土頻度を、調査区面積（A 区 49 ㎡、B 区約 26 ㎡）比（A:B＝1.88：1）を係数として比較してみ

ると、縄文土器（A 区 59.9g÷1.88＝31.86g、B 区＝35.9g）、弥生土器（A 区 126.9g÷1.88＝67.5g、

B 区＝295.1g）となった。また、中世陶磁器等のみを抽出した場合、貿易陶磁 2 点（29.5g）、渥美産

陶器 1 点（7.5g）、常滑産陶器 4 点（67.2g）、瀬戸・美濃系陶器 2 点（44.8g）、在地産カワラケ 5 点

（80.7g）であった。貿易陶磁については、前節でも触れた通り、緑釉鉢（中国南部産）13 世紀、白

磁合子（中国産）12 世紀の 2 点であった。このことは在地産カワラケが、上総国分僧寺Ⅻ期以降で

あることとも呼応している。これらのデータについて、前節で述べた遺構の状況を勘案しつつ瞥見し

てみると、以下のように整理することができよう。 

 ①まず、時代的変遷では、縄文時代早期以降、不連続ながらも、中世に至るまでの変遷が追える。 

 ②縄文時代では、早期と晩期に特化している。尚、遺構は検出されなかった。 

 ③弥生時代では、後期の集落が当該地区に広がっていることを確認することができた。住居跡の検

出された A 区よりも、非検出な B 区の方が遺物の出土頻度が高いことを指摘しておきたい。 

 ④古墳時代では、前葉の土師器を確認しているが、後期の土師器や須恵器が認められなかった。 

 ⑤奈良時代から平安時代前期の土師器は、認められていない。 

 ⑥平安時代後期以降に再度、能満地区の土地利用が進められるようになり、中世前期（鎌倉時代）

に一つの画期を形成していることが伺われる。 

 ⑦中世陶磁器類の出土地点による比較では、渥美産や常滑産の陶器類が A 区から出土しているのに

対して、貿易陶磁や瀬戸・美濃系陶器と在地産カワラケは、B 区から出土している。更に、出土

遺構に注目すると、A 区では当該期の遺構が確認されていないのに対して、B 区では 003 号遺構

や 005 号遺構が、当該期の可能性を示している。この際、注目すべき点は、004 号遺構（大型土

坑）からの出土が認められないことである。 
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第5図　出土遺物（1）
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第6図　出土遺物（2）



第３章 調査成果のまとめ 
 

 能満遺跡群天王辺田地区の調査では、弥生時代後期の竪穴住居跡１棟、古墳時代の古墳１基、中世

の区画溝 1 条、大型土坑遺構１基などを検出し、記録保存の措置を講ずることができた。但し、第２

章にも触れているとおり、調査対象地にはかつて、牛蒡が作付されたことがあったようで、全域にト

レンチャ―による撹乱が認められていた。そのため、不詳とせざるを得ない部分も多くあった。 

 しかし、能満遺跡群全体の調査経歴を振り返ってみると、第 1 章でも整理したように、その大半が、

南半中央部分の道路建設に先立つ発掘調査成果であって、東半にいたっては全くといってよい程、調

査の手が伸びていないのが現状である。また、今回の発掘調査区を含む、西半地域についてみても、

府中日吉神社解体修理に伴う基壇部発掘調査を含めても、個人住宅建設等小規模開発に伴う発掘調査

のみが行われてきているのであって、今回の調査は、貴重な調査例の追加となったものと言える。今

回の調査によって、能満遺跡群に対する理解がより大きく進展したことは、言うまでもない。本章で

は、そのまとめとして、個々の成果の中から、代表的な２例を挙げて整理しておくこととしたい。 

 まず第１点目は、弥生時代から古墳時代の遺跡の広がりについてである。 

 これまでの発掘調査成果でも、二階台地点（天王辺田地区南東約 200m 地点）や地楽寺地区（天王

辺田地区南東約350m地点）から、弥生時代後期から古墳時代後期にかけての集落が発見されている。

また、能満遺跡群のほぼ中央部にあたる能満城跡遺跡の調査では、中世の遺構群によって壊された古

墳の周溝跡も発見されているのであって、これらの集落や墳墓群の広がりが、遺跡群西北の当該地に

まで至っていることを、資料によって確認することができたのである。本遺跡群の場合、遺跡分布の

踏査結果では、古墳群の存在を明瞭に把握することはできていなかった。これは、恐らく、中世の段

階に当該地域が相当規模の開発を受けることとなって、それまでにも遺されてきたであろう古墳の墳

丘などが削平されてしまったことに起因するものであろう。 

 第 2 点目は、中世的都市空間の広がりと形成時期並びに形成過程についてである。 

 能満遺跡群の展開する能満台地については、かつてより、中世的都市空間の復元が可能な地域とし

て注目を浴びてきている。また、台地上の日吉神社が「府中」を冠していることから、上総国府推定

地の一か所としても注目を浴びてきているところであった。このことは、能満の西寄り開析谷の中に

「甲田」の地名が残ることや、谷の更に西隣の台地上に「古甲」の地名が残っていることからも、国

府の所在を予測することができるからである。但し、一般的にみて、「甲」（こう）が国府に繋がる地

名であるとしても、国衙を「府中」と呼称するのは中世以降の用例であることから、中世段階での国

衙機能所在地という理解を大前提とすることが、近年の動向と言える。この意味において、能満地区

の「府中」用例も、同様の理解が可能であろう。ところで、第 1 章にも触れたように、能満台地上に

おける中世的都市空間は、台地中央の「東宿」「西宿」地名などが遺されている地域に集中しているの

であり、その広がりが西半の天王辺田地区にまで及ぶとは予想されていなかったのではないであろう

か。また、中世的都市空間の成立時期についても、従前の調査成果から見ると、十五世紀、即ち、室

町時代以降を念頭においてきた帰来がある。この点、今回の調査では、新しい所見を提示するきっか

けを示すことができているものと思われる。従って、この点を成果として指摘しておきたい。 



第３表遺物観察表 

第４表遺物観察表 

遺構地
区

遺構
種別

挿図 番号.
図版

注記 時期・器種 部位
全体

遺存量
焼成
(状態）

器面色調
口径
(cm）

底径
(cm)

胎土
重量
(g)

備　　考

Ａ１ 周溝 1 A1-1 縄文早期 口縁部 良好 黒灰色 繊維有 14.6 口唇部 　角棒状。

Ａ１ 周溝 2 A1-1
縄文早期
条痕文系

胴上半部 良好 褐色 繊維有 31.5

B5 土坑 3 B5-5
縄文早期
条痕文系

深鉢胴上半部
屈曲部分?

灰褐色 繊維有 10.9

Ａ１ 周溝 4 A1-7
縄文早期
条痕文系

底部(平底) 良好 赤褐色 (5.4) 繊維有 13.2

Ａ１ 周溝 5 A1-1
縄文早期
条痕文系

底部(突底) 良好 赤褐色 繊維を含む 40.0

B5 土坑 6 B5-5 縄文早期 胴部片 良好 淡橙色 繊維多く含む 14.1

Ａ１ 周溝 7 A1-1
縄文早期
条痕文系

胴部片 良好 褐色 繊維有 7.7

A なし 8 A-2 胴上半部 良好 褐色 繊維有 8.8 A1-1と同じもの。個体は不明。
Ａ１ 周溝 9 A1-1 縄文早期? 胴上部 良好 褐色 繊維有 5.5

B5 土坑 10 B5-9 縄文早期? 深鉢胴下半部 良好
表　赤褐色
裏　黒　色

繊維有
やや砂っぽい

17.9

A なし 11 A-2
縄文晩期
安行粗製

口縁部 良好 灰褐色 小細白色砂 17.1 口唇部　貼り付け。

B5 土坑 12 B5-5
縄文晩期
安行粗製

口縁部
表　黒色

裏　赤褐色
25.9

口唇表面下端に横位連続ヘラ刺突。ヘラ刺突
下端から沈線で区画する。地文にヘラ状工具
での鉛直方向への条線状整形有り。

Ａ１ 周溝 13 A1-2 早期の可能性が高 石鏃(小型) 灰色 チャート製 0.6
Ａ１ 周溝 14 A1-8 調整痕のある剥 上部欠損 白色 メノウ製 3.8 板状の原礫剥片素材

A2 住居跡 15 A2-1
弥生後期

甕
胴部 良好 褐色シャモット 19.1

輪積痕2段。
外面 浅いハケ目調整

A1 周溝 16 A1-7
弥生後期

甕
口縁部 良好 小細礫 10.5

外面 黒くスス付着。
口唇部 ジグザグ状ひねり。

A1 周溝 17 A1-7
弥生後期

甕
口縁部 良好 淡灰褐色 細粒 2.7

内面 浅くハケ整形。
口唇部 指頭ジグザグ状ひねり。

A1 周溝 18 A1-1
弥生後期

甕
口縁部 良好 細砂礫 3.3 口唇部　縄文原体連続圧痕

A1 周溝 19 A1-7
弥生後期
椀？浅鉢

口縁部 良好 淡灰色 細粒 8.2
口唇部 縄文施文。
口縁部 羽状縄文二段以上。内部丹彩。

A1 周溝 20 A1-7
弥生後期

口唇部 細粒 11.5
口唇部内 丹彩。
口唇部上 縄文施文。

A なし 21 A-2
弥生後期

壺
口唇部 良好 橙色 7.5 折り返し口縁部。口唇部に縄文施文

A1 周溝 22 A1-7
弥生後期
浅鉢？

口唇部 良好 淡褐色 細粒 3.6
口縁部 2段のS字状結節。折り返し口縁部に
縄文原体圧痕キザミ。

A1 周溝 23 A1-1
弥生後期

壺
胴上半部 良好 淡灰褐色 細粒 5.3

沈線区画鋸歯状文内、羽状縄文充填。
区画外丹彩。

A1 周溝 24 A1-3
弥生後期

壺
胴上半部 良好 淡灰褐色 黒褐色シャモット 28.5

沈線区画鋸歯状文内、RL縄文。
区画外丹彩。

A1 周溝 25 A1-1
弥生後期
広口壺

胴上半部 良好 淡橙色 細粒 10.0
輪積痕に縄文の原体圧痕を連続して斜位に施
文。

A1 周溝 26 A1-1
弥生後期

壺
胴下半部 良好 淡灰褐色 細粒 43.9

A1 周溝 27 A1-4
弥生後期

壺
胴下半部 良好

赤褐色～灰
色

細粒 84.9

A1 周溝 28 A1-7
弥生後期

甕
胴部 良好 暗灰褐色 シャモット 15.9

外面 黒くススケル。浅いハケ整形。
内面 横位ヘラ整形。

A1 周溝 29 A-１
弥生後期

甕
台付甕の底部

片？
良好 淡橙色 13.0

外面 ナデ
内面 若干のハケ整形残存

A なし 30 A-4
弥生後期

底部 良好 灰褐色 (6.3) シャモットが多い 25.5 やや摩滅状態

B5 土坑 31 B5-5
弥生後期

壺
口縁部 良好 淡褐色 (4.9) 砂礫 9.9 口唇上に縄文(＋)細沈線。

B5 土坑 32 B5-9
弥生後期？

椀？
口縁部 良好 暗灰褐色 細粒 5.7

B5 土坑 33 B5-5
弥生後期

壺
口縁部 良好 粒状白色●● 5.0

口縁外面　羽状縄文。貼付部　ヘラキザミ。
内面　丹彩。口唇上、施文。

B5 土坑 34 B5-5
弥生後期
浅鉢？

口縁部 良好 細粒 7.0
外面 羽状縄文2段。内面 丹彩。口唇 縄
文施文。

B5 土坑 35 B5-5
弥生後期

壺
胴上半部 良好 淡褐色 細粒 28.4 S字状結節縄文下丹彩。

B5 土坑 36 B5-5
弥生後期

壺
胴上半部 淡褐色 細粒砂礫 7.2 S字状結節2段の上に縄文。無文部に丹彩

B5 土坑 37 B5-5
弥生後期

壺
胴上半部 良好 4.2

鋸歯状沈線区画2段内部 縄文施文＋直文細
沈線で網目状格子。区画外丹彩。

B5 土坑 38 B5-5
弥生後期

壺
良好 赤褐色 シャモット 18.2 縄文文　3段以上施文。

B5 土坑 39 B5-5
弥生後期

壺？
胴上半部 良好 褐色 9.1 輪積痕に斜位の縄文原体圧痕

B5 土坑 40 B5-5
弥生後期

壺？
良好 灰色～黒色 細粒、砂礫混入 7.8 沈線区画内縄文施文

B5 土坑 41 B5-5
弥生後期

壺
口縁部　頸部？ 良好 淡褐色 シャモットと細粒 12.4 縄文施文後、細円形竹管状圧痕文

B5 土坑 42 B5-5
弥生後期

壺
底部 良好 赤褐色 (5.3) 砂礫粒を含む 63.5

B5 土坑 43 B5-5
弥生後期

壺
底部 良好 灰褐色 14.0 内外底部　丹彩

B5 土坑 44 B5-5 弥生後期 底部 良好 砂礫シャモット 16.9

B5 土坑 45 B5-5
弥生後期

壺
底部？ 良好

外面　黒色
内面　褐色

細粒 15.5

A なし １ A-5
古墳時代

壺？
胴部 良好 15.8 外面　丹彩

A なし ２ A-１
古墳時代

杯
口縁部 良好 橙色 9.7 外面、内面　丹彩

B5 土坑 ３ B5-5
奈良･平安？

甕？
口縁部 良好 橙色 8.1

B5 土坑 ４ B5-5
古墳時代

杯？
口縁部 良好 橙色 8.0 外面、内面　丹彩

B5 土坑 ５ B5-5
古墳時代

杯
口縁部 良好 橙色 3.5 外面、内面　丹彩

B5 土坑 ６ B5-5
古墳時代

高坏
脚部 良好 橙色 67.1

表面 丹彩
脚内 ヘラケズリ整形

B5 土坑 ７ B5-5
古墳時代～平安？

土師器
底部 良好 (7.3) 灰褐色粗粒 24.0

底部外面 ヘラケズリ整形
内面 ヘラミガキ整形

B5 土坑 ８ B5-5 平安 底部 良好 淡黄褐 (6.8) 9.7 器底面が摩滅している

B5 土坑 ９ B5-5
平安
椀？

底部 良好 淡黄褐 (7.8) 10.3

B5 土坑 １０ B5-5
平安
皿？

底部 良好 淡褐色 (6.8) 7.9

B5 土坑 １１ B5-5
平安
杯

底部 良好 黒～灰色 (6.8) 13.1 静止糸切り底

B5 土坑 １２ B5-5
平安

椀皿？
底部 良好

灰褐色～
赤褐色

5.2 34.8 静止糸切り底

A１ 周溝 １３ A1-6 土錘 上端欠損 2.4

遺構
地区

図版
番号

挿図
番号

図
版
番

注記番号 種　別 器種 外面の特徴 内面の特徴
全体
遺存
量

焼成 器面色調
口径
（cm
）

器高
（cm
）

底径
（cm
）

最大
径

（cm
）

胎　　土
産　地
時　期

備　　考

B3 14 B3-1 中世
カワラケ
中型坏

良好 淡橙色 #### (3.6) (6.2) 細粒
僧寺Ⅲ-2

（ⅩⅢ期）

B5 15 B5-5 中世 小型皿 良好 赤褐色 (1.3) (5.8)
僧寺Ⅲ-2

（ⅩⅡ～ⅩⅢ
期）

底部表、ムシロ目?

B5 16 B5-5 中世 小型皿 良好 淡橙褐色 (5.0) (2.2)
僧寺Ⅲ-3

（ⅩⅡ期）

B5 17 B5-5 中世 小型皿 良好 灰褐色 (5.0) (1.9)
僧寺Ⅲ-2

（ⅩⅡ～ⅩⅢ
期）

B5 18 B5-5 瀬戸･美濃 緑釉小皿 硬質 灰白色 (5.7)) (1.3) 後Ⅲ～Ⅳ期
当資料範囲で、釉は認
められない。

B5 19 B5-5 瀬戸･美濃 卸目付大皿 良好 (7.2) (1.2) 黄白色 古瀬戸後期
底部を除く内外面に白
色の施釉。

B3 20 B3-2
中国南部

緑釉
洗 13C 火傷被熱

B5 21 B5一括 中国白磁 合子 (6.9) (1.9) － (7.8) 白色 12C 施釉、青白色

小計 1 29.5
遺構 産地 器種 型式 点数 重量（g） 挿図・図版
B3-2 中国南部緑釉 洗 13C 1 21.5
B5一
括

中国白磁 合子 12C 1 8.0

渥美産陶器総量一覧 小計 1 7.5
A1-8 渥美 カメ 1 7.5

常滑産陶器総量一覧 小計 3 67.2
A1-8 常滑 カメ 1 14.9
A-2 常滑 カメ 1～5型式 1 8.9

A-2 常滑 片口鉢Ⅰ類 1 11.6

B5-5 常滑 カメ 1 31.8

瀬戸・美濃系陶器総量一覧 小計 2 44.8
B5-5 瀬戸・美濃 緑釉小皿 後Ⅲ～Ⅳ期 1 24.3
B5-5 瀬戸・美濃 卸目付大皿 古瀬戸後期 1 20.5

小計 4 80.7
A1-7 在地 カワラケ 小型皿 僧寺ⅴ（ⅩⅡ～ⅩⅢ期） 1 4.5
B3 在地　カワラケ 中型杯 僧寺Ⅲ-2（ⅩⅢ期） 1 25.7
B5-5 在地 カワラケ 小型皿 僧寺Ⅲ-3（ⅩⅡ期） 1 26.2
B5-5 在地 カワラケ 小型皿 僧寺Ⅲ-2（ⅩⅡ～ⅩⅢ期） 1 14.7
B5-5 在地 カワラケ 小型皿 僧寺Ⅲ-2（ⅩⅡ～ⅩⅢ期） 1 9.6

点数・重量合計 11 229.7 （ｇ）

 輸入磁器総量一覧

 土器総量一覧

第５表中世陶磁器等総量一覧



調査地層

図 版  1

遺跡周辺　空中写真（昭和36年頃）



A区　全景

001号　B-B’断面

B区　全景　北西方向

B区　004号　A-A’断面

A区　001号

001号　A-A’断面

B区　全景　南東方向

B区　003号　B-B’断面
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藤本電業株式会社
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